
記者発表資料 【扱い】

１．日時 平成２９年７月２６日（水）　１３：００から

２．場所 直方市役所　市長応接室

３．表敬訪問　次第

　　　・市長への報告

　　　・記念撮影

 ※当日の表敬訪問(13:００～)は、取材可能です。

　

　【問い合わせ先】

調査課長      中島　忠      （内線３５１）

出張所長      山口　広喜

　

テレビ・ラジオ 解禁日無し
新　　　聞 解禁日無し

【発表記者クラブ】直方地区
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　　 　この度、「直方川づくり交流会」が、「平成29年度九州地方整備局国土交通行政
　　 功労表彰（局長表彰）を受賞しました。（遠賀川流域の団体から２団体、直方市の
     団体から１団体が受賞）

　 　　これを踏まえて、下記のとおり、直方市長を表敬訪問することになりました。

平 成 29 年 7 月 21 日

国 土 交 通 省 九 州 地 方 整 備 局

遠 賀 川 河 川 事 務 所

　　国土交通省　九州地方整備局　遠賀川河川事務所　　　　ＴＥＬ：０９４９－２２－１８３０（代表）

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　 直方出張所　ＴＥＬ：０９４９－２４－００８３

九州地方整備局では、一般の方が見学できる現場見学会情報 
「今見てほしい九州の土木」をＨＰで公開しています。 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-torikumi/kyushu-doboku/index 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-torikumi/kyushu-doboku/index.html


○参考 平成29年度九州地方整備局国土交通行政 功労表彰　受賞団体数

　　◆地域協働の河川管理の推進への功労のあった団体 １１団体

　　◆地域協働の河川管理の推進への功労のあった個人 ８名

　【団体】１１団体のうち２団体　、　【個人】８名のうち３名
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　 九州地方整備局では、国土交通行政の円滑な推進に功績のあった国土交
通行政功労者および団体に対し、表彰を行っています。
　 表彰式は、平成２９年７月１９日（水）に福岡市立南市民センターで開催され
ました。
　 表彰者は、地域協働の河川管理の推進への功労のあった団体や道路環境
の保全美化功労団体など25団体、地域協働の河川管理の推進への功労の
あった個人や水門等操作員、優秀な現場従事者など99名、災害復旧等功労
のあった業者など366社です。

　　※遠賀川流域内　

　 平成8年6月、住民が行政と一緒になって川づくりを進める仕組みとして「直
方川づくり交流会」が発足しました。
　 平成10年3月、遠賀川の将来像を詰め込んだ「遠賀川夢プラン（以下、夢プ
ラン）」の第1次提案を行政に行い、夢プランを実現するために、研修視察や他
の団体との交流を重ね、川に関する知見を深め、平成13年9月に第3次夢プラ
ンを公表しました。遠賀川水辺館や春の小川、オートキャンプ場など、第3次夢
プランの中で提案されていたもので実現した施設であり、また、緩傾斜で整備
された河川敷は「直方の水辺」として、多くの市民の方に利用され、直方市の
シンボル的な存在になっています。
　 また、地域や学校に対して環境・防災学習を提供し、更には発足して20年目
を迎えた今年の2月に、交流会や水辺館の活動を通して育った20代の若者に
よるシンポジウムを開催されるなど、「川づくりは人づくり」をスローガンとして
活動されています。

 ■九州地方整備局国土交通行政 功労表彰 

 ■直方川づくり交流会（座長：野見山 ミチ子） 
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